
2022年度の方針と活動結果 

1 



1.公園、緑地、緑道の魅力アップ 

①くさぶえのみち再整備は暫く先なので、急を要する問題個所
は、随時土木事務所に改善依頼を行う。 

⇒（土木事務所）特に無し 

 

②山崎公園里山保全計画については、2021年度計画を地域で
応援していく。 

⇒2021年度で工事は終了し、2022年度から区域分担による保
全活動に入った 

 

③公園、緑道の保全に、愛護会を中心に地域住民が参加して
いく。 

⇒次ページ 
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山崎公園愛護会 
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山崎公園愛護会 
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2021年度で保全整備工事は終了 

2021年度研修会 

2022年度から土木事務所、

委託業者、愛護会で分担
区域を決めて保全活動 



烏山公園愛護会 

5 



烏山公園愛護会 
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牛久保公園愛護会 
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牛久保公園愛護会 
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里山保全工事2年目 

ゴミ拾いウォークイベント 



くさぶえのみち入り口公園愛護会 
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くさぶえのみち牛久保西二丁目、 
三丁目公園愛護会 

10 毎月第３木曜日9時から定例活動 



中川ルネッサンスプロジェクト 
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週3回の散水、月１回の花壇整備作業 

西中美術部の階段
アート水洗い 



30年間続く中川駅周辺クリーン作戦 
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月1回のゴミ拾い、草取り、落ち葉掃き 

中川駅周辺の街づくりを考える会、ＮＲＰ会 
中川駅前商業地区振興会、ハマロードサポーター 
サントゥール中川分譲住宅自治会、 
港北ガーデンヒルズ自治会 



2.早渕川の魅力アップ 

（早渕川・老馬谷ガーデン） 

・2022年4月から地域緑のまちづくりが開始される
ので、初年度計画を確実に実施していく。 

⇒擁壁緑化花壇の工事が間もなく開始 

 

（早渕川河川管理道路） 

・交通安全と地域まちづくりの観点 

・関係者による検討会実施 

⇒進展なし 
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2.早渕川の魅力アップ（２） 

②早渕川・老馬谷ガーデンの魅力アップを続ける。 

・月2回の定例活動により魅力アップを図った 

・ウクライナを支援する「ひまわりプロジェクト」を実施 

  自宅で苗を育てて、HRGに移植 

  HRGで種から育てる 

  育てたひまわりの花をワイワイ祭りで販売⇒ 

  ウクライナ支援寄付 
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ウクライナ支援 ひまわりプロジェクト 
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HRGの月2回の整備作業 
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2.早渕川の魅力アップ（３） 

早渕川河川管理道路の安全化 
（2021年に分かった事） 

・通過する車が増え、人、自転車と交錯し危険な状態 

・車通行を止めた場合は、狭い迂回路の通行量が増え、危険 

・管理者の治水事務所は、明確な必要性があれば対応する 

 

(活動目標） 

・交通安全と地域まちづくりの観点 

・関係者による検討会実施 

（結果） 

 他の活動に忙しく、手が回らなかった 

  

 

 



早渕川の危険な道 
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3．商業地区のバリアフリー 
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①中川駅前ロータリーの障害者用駐車スペー
スについては都筑警察所と協議する 

⇒制度の調査を実施したが、利用者が制限さ
れるので、利用価値があるのか疑問。 

②その他、緊急性のある問題点については、対
応していく 

⇒商店入り口の階段に手すりを付けて欲しいと
の要望があった。 



3．商業地区のバリアフリー 
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商店入り口の階段に手すりを付けて欲しい 



4.歩行者・自転車の安全 

①自転車交通安全ルールを知る、守ることが重要で
ある。行政、学校、町内会等が協力し、ルールのPR、
教育を行う。 

⇒土木: 小中学校へのリーフレット配布。HPPR 

  学校: 

   地域: 

②小学校スクールゾーン委員会と連携していく 

⇒土木：対策協議会を通じ情報共有しています。 

   学校: 

   地域: 
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4.歩行者・自転車の安全 

③中川駅からセンター北に向かう道路の自転車・歩行
者の安全については、土木事務所と協力してフォロー
していく。 

⇒前年実施したハード対策に追加は無かった 

④車にとって危険な場所については、土木事務所、警
察に改善を申し入れる。 

⇒土木事務所に改善申し入れは無かった。 

⑤当日の追加意見 

・ルールを守らない大人の自転車が危険 

 禁止されている歩道を高速で走る、緑道を走る 
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4.歩行者・自転車の安全 

駅周辺歩専道インターロックブロックの浮きが危険 
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4.歩行者・自転車の安全 

スクールゾーン、人通りの多い場所が「土砂災害警戒
地域」に指定されたので、周知の必要がある 
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５．都筑らしい文化の育成 

（地域のイベント） 

（2022年） 

1月 牛久保町内会「どんど焼き」 

   牛久保西町内会「どんど焼き」 

   中川新春餅つき大会 

2月 山崎公園愛護会「焼き芋大会」 

3月 中川まちなかマーケット 

4月 烏山公園愛護会 「たけのこ掘り」 

    山崎公園愛護会「タケノコ掘り」 
5月 中川まちなかマーケット 
6月 東京都市大学「横浜祭」 
    

・withコロナ時代における安全安心な交流イベントを
検討、実施していく 
⇒2022年度は前年に比し、かなり復活してきた。 
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7月 中川西「ワイワイ祭り」  
   牛久保町内会「盆踊り大会」  
   中川まちなかマーケット 
8月 （コロナ感染第7波） 
    牛久保西町内会「盆踊り大会」 
9月 中川まちなかマーケット 
10月 中川西中コスモス祭 
   保育園 ハロウィン中川まち歩き 
   中川まちなかマーケット 
11月 中川西地区センターまつり 
    
  



イベント情報の地域共有化 
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町内会・自治会イベント 
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駅前商業地区イベント 

振興会×I Loveつづき×地域 
中川まちなかマーケット 

ぐるっと緑道×振興会 
保育園児のハロウイン中川まち歩き 



都市大と地域の交流・協力 

• 横浜祭ステージイベントに初めて地域団体が出演 
• 横浜祭の入場申し込みをケアプラザで代行 
• 中川まちなかマーケットに横浜祭実行委員会がブ―ス出
店、イベントの手伝い 

• 地域連携室と都市大へのPR,支援、協業等の申し入れ
ルートを確認した 

• 11月に都市大留学生カフェを再開した 
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６.ボランティア、町内会/自治会など
地域活動の担い手を増やす 

①地域の様々な団体が連携協力し、情報を発信し、地
域活動のすそ野を広げていく 

⇒ぐるっと緑道HPで団体の活動内容をＰＲを行った。 

⇒地区センター、ケアプラザ、地域NPO、ハウスクエア横浜、都
筑区役所からなる中川活性化プロジェクト情報連絡会の継続。 

⇒中川西小、西中おやじの会の地域活動再開 

⇒ＮＲＰや中川駅前クリーン作戦に地域企業、ケアプラサークル
の参加。 

⇒HRG、まちなかマーケットに都市大生参加 

⇒地域緑のまちづくりに町内会、住民の参加 

⇒「都筑区はあとdeボランティア」の小中高生の地域活動に参加 
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地域活動の担い手を増やす 
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ぐるっと緑道+NRP 
+都筑区はあとdeボランティア 

中川駅前クリーン作戦（ハマロード） 
まちづくりを考える会✙地域住民 
ガーデンヒルズ自治会✙駅前振興会 
サントウール自治会 
 



地域活動の担い手を増やす 

    HRGプロジェクト 
地域住民×都市大生×区役所 
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地域活動の担い手を増やす 
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中川活性化プロジェクト情報交換会（まち活性化/子ども・高齢者・障碍者福祉） 

福祉施設×NPO×大学×都筑区×企業・団体 



７．中川駅前商業地区の活性化 

①コロナ感染拡大で飲食店を中心に売り上げ減の厳しい状況
が続いている。店舗には感染防止務めてもらい、その店舗を応
援していく。 

⇒振興会中心で実施 

 

②商業地区振興会の活動を応援、連携していく。 

⇒中川まちなかマーケットに様々な団体が参加 

  

③花と緑のまちづくり（NRP）による商業地区の魅力を継続して
いく。 

⇒8周年を迎え、商業地区になくてはならないものになっている 
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８．中川 地域緑のまちづくり 
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８．中川 地域緑のまちづくり 

①活動組織、進め方の確認 

②自己資金の確保（初年度） 

 寄付金合計  102万円 

  【法人・団体寄付】90万円 

  【個人寄付】   12万円    

③初年度計画の推進  

  緑化支援5件、活動支援5件 

  助成金総額 501万円、事業総額548万円 
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自宅緑化 
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中川西中30周年植樹 
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中川西遊歩道の緑化 
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早渕川・老馬谷ガーデン擁壁緑化 
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1年間の活動のまとめ 

（良かった点） 

①「緑豊かなまちづくり」、「早渕川の魅力アップ」は 

・愛護会等の団体により維持改善ができた。 

・里山保全活動が牛久保公園、烏山公園に展開 

・緑と水と歴史をつなぐ会により、新たに「中川西緑の
まちづく事業」が開始された 

②イベントが、徐々に復活してきた。それと共に都市
大も含めて団体の連携、協力も強化されつつある。 

（課題） 

・団体が多忙で、手のつかなかった活動があった 
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